
表紙：市神様の移御

坂下初市 
確定申告は２月12日（金）から３月15日（月）まで ４
まちの話題 ５
会津坂下町表彰式 ６
図書室だより・町史編さん調査余話(40) ７
お知らせインフォメーション ８
こどもと健康の広場 12
幼稚園・保育所で団子さし 14
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坂
下
初
市

感
染
症
対
策
を
万
全
に
、

　
　
　坂
下
初
市
を
開
催

市
神
様
移
御
・
還
御

い

ぎ
ょ

か
ん

ぎ
ょ

　
１
月
14
日
、
坂
下
初
市
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

た
め
、
大
俵
引
き
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
東
西
対

抗
俵
引
き
、
俵
太
鼓
、
鏡
割
り
、
福
餅
つ
き
、

福
豆
俵
ま
き
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
市
神
様

移
御・還
御
、大
俵
の
お
祓
い
、富
く
じ
抽
選
会
、

出
店
は
、
感
染
症
対
策
を
行
っ
た
上
で
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
寛
永
２
年
（
江
戸
時
代
前
期
）

に
始
ま
っ
た
俵
引
き
が
中
止
と
な
る
の
は
、
戊

辰
戦
争
を
境
に
中
断
し
て
い
た
期
間
（
明
治
元

年
か
ら
昭
和
30
年
）
以
来
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
俵
の
前
（
役
場
前
）
に
お
祀
り
し
た
市
神

様
の
前
で
は
、
初
市
実
行
委
員
や
関
係
者
が
出

席
し
大
俵
の
お
祓
い
が
執
り
行
わ
れ
、
五
穀
豊

穣
、
商
売
繁
盛
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
退
散
が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
は
例
年
の
半
数
の
出
店
数
で
、
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
訪
れ
た
町
の
人
々
が
、
縁
起
物
の
風

車
や
起
き
上
が
り
小
法
師
を
買
い
求
め
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
来
年
は
大
俵
引
き
の
大
歓
声
が
上
が
る
坂
下

初
市
が
行
わ
れ
る
よ
う
祈
願
し
つ
つ
、
引
き
続

き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
市
神
様
の
移
御
・
還
御
は
、
寛
永
２
年
に
初
市

が
始
ま
っ
た
際
、
日
月
神
社
の
神
様
を
市
神
様
と

し
、
俵
引
き
を
奉
納
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
も

の
で
、日
月
神
社
（
橋
本
）
よ
り
大
俵
前
（
役
場
前
・

仲
町
）
ま
で
市
神
様
を
お
移
し
、
お
還
し
す
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
橋
本
地
区
・
仲
町
地
区
の
皆
さ
ん
に

よ
り
移
御
・
還
御
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
１
月
13
日
、
市
神
様
の
御
神
体
は
橋
本
地
区
の

年
男
に
背
負
わ
れ
て
大
俵
前
の
社
に
お
移
し
さ
れ

ま
し
た
。

　
１
月
14
日
、
祭
り
行
事
の
全
て
が
奉
納
さ
れ
る

と
、
市
神
様
は
元
の
日
月
神
社
に
お
還
り
に
な
り

ま
し
た
。

　
還
御
の
際
は
、仲
町
の
年
男
が
御
神
体
を
背
負
っ

て
日
月
神
社
ま
で
お
還
し
し
、
坂
下
初
市
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。
橋
本
地
区
・
仲
町
地
区
の
皆
さ

ん
は
、
多
く
の
方
に
町
の
伝
統
で
あ
る
市
神
様
の

移
御
・
還
御
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
前
期
に
始
ま
っ
た
伝
統
は
、
地
域
の
力

に
よ
り
守
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
き
ま
す
。

▲市神様にお供えする米や野菜、御神酒
などを準備します

▲準備したお供えや市神様の提灯を社に
奉納します

▲橋本自治会を先頭に大俵前の社まで向かい
ます

▲市神様の御神体（中央の箱）を運ぶ年男

▲移御が完了し、市神様がお祀りされる
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